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 要  旨 
事故等により列車ダイヤに乱れが生じると列車の運行を正常に戻すために運転整理と呼ばれる
再スケジューリングが行われる。これは担当者の手作業で実施されており、必ずしも定量的な尺
度に基づく最適な手順に従っているとは言えないのが現状である。よって、そのような再スケジ
ューリングを情報システムで効率的に支援する手法の研究を行った。 
運転整理においては、列車発着時間の変更や運休・行き先変更など、多くのダイヤ変更手段を
組み合わせるが、列車順序の変更もまた、重要な意思決定を伴う作業である。本研究では、JR東
日本の新幹線ネットワークの形状をモデルとした木構造を持つ鉄道網を対象として、具体的なダ
イヤ乱れの状況や旅客の需要に適した列車順序変更案を提示するシステムの構築を目指し、鉄道
ネットワーク全体の遅れを最小とするような順序変更案を作成するアルゴリズムを開発した。 
現在は中央の一括管理による運転整理を行う形が主であるが、路線の長距離化やダイヤ設定の
複雑化などにより、可能な範囲で意思決定を分散させることで、局所的なニーズをより仔細に反
映させる枠組みを考えることができる。そこでマルチエージェントの枠組みを持たせることで、
個々の駅で、駅独自の情報を隣接する駅とやり取りしながら運転整理を行うことを考えた。 
各駅をエージェントと見なし隣接する駅とやり取りしながら全体として最適な順序変更案を提
案する。そのために各駅における列車順序を決めるための手順は次の通りである。 
Ⅰ. 自分よりも一つ下流側にある駅からコストを集約する。 
Ⅱ. Ⅰで下流から集約したコストに、当該駅のコストを加えて一つ上流側の駅に伝達する。 
Ⅲ. 上流側の駅において順序変更が決定されるまで待機する。 
Ⅳ. 上流側で定められた列車順序および、Ⅱで集約した下流側からのコストを組み合わせて自駅
の列車順序を決める。 
Ⅴ. 自駅の決定した順序を一つ下流側の駅に伝達する。 
この手順の有効性を示すため、列車運行シミュレーションシステムを構築し、木構造を持つ鉄
道網においてケーススタディを実施した。その結果，状況に対応した適切な順序変更案を作成で
きることを確認した。 
 
